
「 ヒトにも自然にもやさしい街中の移動を考えよう 」 
１ 趣  旨  

 前期の講座を踏まえ、次の 2つのテーマ「通勤・通学・買い物手段としての自転車」、「自転車

ツーリズム」について、実地調査と会場での討論を通じて理解を深めます。 

調査では、各テーマに対して各受講生が調査計画書（所定の書式）を作成します。それに従っ

て各自で実地調査を行い、その結果（実施方法、利点、問題点など）を実施報告書（所定の書

式）にまとめます。 

会場では、全員の報告書を講師が集約した内容をプロジェクタで口頭発表し、その内容につい

て受講生と多面的に討論します。 

 

２ 学習方法   ゼミナール、実地調査（受講者各自で実施） 
 
３ 曜日・時間  金曜日 午後７時 ～ 午後９時 
         ※第２回・第４回の実地調査は、受講者各自の都合に合わせて実施してください。 

 
４ 講座コーディネーター  林 豊彦（新潟大学 名誉教授 自然科学系(工学)フェロー） 
 

５ プログラム・指導講師                                           
回 月日 テーマ 内 容 講 師 

1 10/1(金) ガイダンス 

後期講座の日程、調査方法、計画書の書き方、報

告書のまとめ方などについて説明する。調査内容

は「通勤・通学・買い物手段としての自転車」「自

転車ツーリズム」のふたつとする。調査計画は受講

生が自分で立て、調査も自分の都合のいい日時を

設定して各自で行う。 

まず「自転車による通勤・通学」ないし「自転車

による買い物」の場所・経路について各自検討す

る。講座後、所定の書式で各自の「計画書」を作成

し、メールで提出する。 

新潟大学名誉教

授・自然科学系（工

学）フェロー  
林 豊彦 

2 （10/15(金)） 

「通勤・通学・買い物手

段としての自転車」の実

地調査 

各自で作成した計画書に従って「自転車による

通勤・通学」ないし「自転車による買い物」を実施

する。実施後、所定の書式で「実施報告書」を作成

し、10 月 15 日までにメールで提出する。 

受講者各自にて実

施 

3 10/29(金) 

「通勤・通学・買い物手

段としての自転車」に関

する討論 

参加者の「実施報告書」について、集約した内容

を講師が口頭発表する。発表内容について講師と

参加者で討論する。 

 次に「自転車ツーリズム」の場所・経路について

各自検討する。講座後、所定の書式で各自の「計画

書」を作成し、メールで提出する。 

新潟大学名誉教

授・自然科学系（工

学）フェロー   
林 豊彦 

4 （11/12(金)） 
「自転車ツーリズム」の

実地調査 

各自で作成した計画書に従って「自転車ツーリ

ズム」を実施する。実施後、所定の書式で「実施報

告書」を作成し、11 月 12 日までにメールで提出す

る。 

受講者各自にて実

施 

5 12/3(金) 
「自転車ツーリズム」に

関する討論 

参加者の「実施報告書」について、集約した内容

を講師が口頭発表する。発表内容について講師と

参加者で討論する。 

新潟大学名誉教

授・自然科学系（工

学）フェロー   
林 豊彦 

※修了要件は、「全５回のうち４回以上の出席（第２回・第４回は実施報告書の提出）、かつ修了レポー
ト提出ないし学習成果の発表」となります。 

※詳細については、第 1回（10/1）講義時にご案内いたします。 

※第２回・第４回の実地調査は、受講者各自で実施してください。実施の際は、安全に十分ご留意いた
だき、必要に応じて各自で保険にご加入ください。 
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「 ミュージアムから見た新潟 」 
１ 趣  旨  

前期の座学を踏まえ、見学会を通して博物館の多様性を確認するとともに、ディスカッションを通 
して、より主体的に博物館で学ぶ姿勢を養います。 

  見学会では、規模や運営形態の異なる館を４つのテーマで見学します。 

２ 学習方法   後期  ディスカッション 見学会  （※前期  講義 ） 

３ 曜日・時間  水曜日 ディスカッション：午後 2時～4 時 

             見学会     ：午後 1時～4 時半頃(見学先により異なります。) 

４ 講座コーディネーター    

 新潟市新津美術館 前館長 横山 秀樹  

 北方文化博物館  学芸員 田中 茉莉恵  

５ プログラム・指導講師                                           
回 月日 テーマ 内 容 講 師 

1 10/6(水) 

ディスカッション１ 

 

地域における博物館の役割 

受講者よりテーマについて意見を出

してもらい、それにふれつつ講師の事

例を聞きます。見学会での目標を各自

発表します。 

新潟市新津美術館  

前館長 横山 秀樹 

小林古径記念美術館 

館長 宮崎 俊英 

燕市産業史料館  

主任学芸員 齋藤 優介 

2 10/13(水) 

見学会※現地集合・現地解散 

博物館で出会う新潟の偉人た

ち 

・にいがた文化の記憶館 

・新潟市會津八一記念館 

「生誕 130 年松岡譲」（観覧料 500 円） 

 

「會津八一と茶の湯」（観覧料 600 円） 

北方文化博物館  

学芸員 田中 茉莉恵 

 

案内 各館担当者 

3 10/20(水) 

見学会※貸し切りバスで移動 

新潟市内の私立美術館めぐり 

・知足美術館 

・雪梁舎美術館 

「本田貴哉 日本画展」 

（観覧料 無料） 

「棟方志功」    （観覧料 500 円） 

北方文化博物館  

学芸員 田中 茉莉恵 

 

案内 各館担当者 

4 10/27(水) 

見学会※貸し切りバスで移動 

博物館のハコとモノを考える 

・新潟県立万代島美術館 

・新潟大学旭町学術資料展示館 

「コレクター福富太郎の眼」 

          （観覧料1600円） 

「蘇る山古志の民具」（観覧料 無料） 

北方文化博物館  

学芸員 田中 茉莉恵 

 

案内 各館担当者 

5 11/10(水) 

見学会※現地集合・現地解散 

博物館で新潟の歴史を体感す

る 

・新潟市歴史博物館みなとぴあ 

・旧小澤家住宅 

「マチとムラの年中行事」 

（観覧料 無料） 

「北前船の時代館」 （観覧料 200 円） 

北方文化博物館  

学芸員 田中 茉莉恵 

 

案内 各館担当者 

6 11/17(水) 

ディスカッション２ 

 

新潟の博物館の魅力と課題 

見学会の感想を発表します。それを

踏まえ、講師が魅力と課題をまとめて

みます。各自今後博物館とどう関わり

たいか発表します。 

新潟市新津美術館  

前館長 横山 秀樹 

新潟県立万代島美術館 

館長 桐原 浩 

新潟市歴史博物館 

副館長 小林 隆幸 

※レポートを提出していただきます。 

※詳細については、第 1回（10/6）講義時にご案内いたします。 

※各館の観覧料は受講者負担です。当日の参加人数が 20 人以上の場合は団体料金が適用されます。 

※貸し切りバスの使用料は徴収いたしません。 
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